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氏の~I"甘え」の構造11 ， 中根千枝氏の「タテ社会の人間関係11 ， 荒木博之氏の『日本人の行
(98) 杉本良夫とロス・マオアの両氏は，このような考え方を「日本人特殊独特説」として把握し，その






(99) 土居健郎著 ~I甘え」の構造』弘文堂， 1971年。
宮坂純






























(100 E. VogeI, Jaρan as Number One, Char!es E. Tuttle Co. , 1979 (ヴォーゲル著広中和歌子/






較j， (4) r排他的実感主義j， (5)範囲のはっきりしない，十把ひとからげの「西洋」とか「欧米」とい




















































































(112) 作田啓一著『個人主義の運命』岩波新書， 1981年，第 2 章。









































































(117) 尾高邦雄著『産業社会学講義』岩波書店， 1981年， 43ページ。










が 1 つの「理念J (理想)であるために，現実には， “個人主義"という言葉が非常にあいま
いなままで (with an unusual lack of precision) 今日まで用いられてきたことからもわ

























(120) S. ノレークス/J.プラムナ y ツ著田中治男訳『個人主義と自由主義』平凡社， 1987年， 17ページ。





































て， (1)分限の倫理〈集団の成員に対して個を圧殺しながら集団の上下への屈従を要求する倫理)， (2) 
集団への過剰同調， (3)閉鎖性と集団エゴイズんがあげられる。(駒井洋著，前掲書， 41-44ページ〉
(124) W現代のエスプリ No. 160 集団主義』至文堂， 1980年， 6 ページ。
(125) 浜口恵俊著 Wi日本らしさ」の再発見』日本経済新聞社， 1977年，第 2 章。
(126) 浜口恵俊・公文俊平編『日本的集団主義』有斐閣， 1982年， iiiページ。
(127) 向上書， iiページ。



























しさ」の公準の原理〈行動レベルの日本人らしさ〉は， Iアウトサイド・インJ outside-in の
























































れとも groupism なのかについても必す。しも明確にされてきていない2{ この問題を含めた，
集団主義の興味深い解釈，として，林周二氏のそれがある。同氏によれ2 日本的経営の特徴














(134) たとえば，間宏民は，個人主義(individualism) と集合主義(collectivism) を対立させ，つぎの
ように説明される。 í主義の基礎となっている集合体 (collectivity) とは何かといえば，それは集




見ることができる。たとえば，階級論でしばしば用いられる『自覚的階級 (klasse f? sich)j]は，
多くの場合，集合体であって，集団ではない。したがって，集合主義の場合に，その基礎がTこんなる
集合体ではなく，集団に置かれている場合には，これを『集団主義 (groupismj]と呼ぶことにした
い。さらにいえば，その集団が，家族であれば『家族主義 (familism) j], 企業であれば『企業主義
(cooporatism)j]，労働組合であれば『労働組合主義(trade-unionism)j]，国家にまで、拡張されたと
すれば『国家主義 (nationalism) j]となる Jo (間宏著『イギリスの社会と労使関係』日本労働協会，
1974年， 22ページ。〉































































14項目からなる，間人主義一個人主義パ、y テリーについて， (イ)(ロ)のいす。れか 1 つが択一させら
れた。結果を年齢層別に示したのが 3-1 表である。また個人ごとの間人主義得点(間人主義
の方の被選択肢数〕の分布は 3-2表で示される (W現代のエスプリ ~O. 160~ ， 136-139 ペー
ジ〉。
そしてこの調査結果から，同氏はつぎのような結論を導きだされている。 3-2 I表からも






(140) E. Vogel, Ibid. , p. 255. (ヴォーゲル著広中和歌子他訳，前掲書， 296ページ。〉
(141) R.ベラー著島薗進他訳『心の習慣』みすず書房， 1991年， viページ。





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































得点 人数 % 
14 36 2.4 
13 90 6.0 
12 144 9.6 間人主義者
11 184 12.3 > 1, 103名
10 201 13.4 (74.73%) 
9 229 15.3 
8 219 14.6 
7 159 10.6 中間者
6 106 7.1 
5 63 4.2 
4 24 1.6 個人主義者
3 14 0.9 214名
2 3 0.2 (14.50%) 
1 l 0.1 
。 3 0.1 
N.A. 23 1.5 その他
計 1, 499 100 
• 2項項目以上無回答の INA. その他J 23名を除く，
1， 476名のうち，間人主義者は， 74.73%，個人主
者は， 14.50%を占める。その全体の間人主義得

















































































(147) 奥村宏著『法人資本主義(改訂版)JJ 朝日文庫， 1991年， 38ページ。なおこの本は露語訳されてい
るが，その訳本で，ヤー・ベノレズニェノレ兄 DeB3Hep が，そのような「論理J I価値観」をピノレ
トインしている日本企業が現代の日本社会の支配的担い手であることに注目している。 X.OKyMypa，
KopnopanIBHbI蹟 KaIIlfTaJIH3M B 5InoHHH, MbICJIb, 1986, CTp. 15. 
(14め たとえば，村上泰亮他著『文明としてのイエ社会』中央公論社， 1979年参照。



































(151) 岩田龍子著，前掲書， 1 ページ。





































ここには 2 つの問題点が指摘されている。 1 つは，経営制度は心理特性によって生みだされ
るものかということ，であり，もう 1 つは，集団主義はなにによって生みだされるのか，とい
(15) 三戸公著『家の論理 2 .11， 253ページ。
(156) 岩田龍子著，前掲書， 11ページ。
(157) 文化論的アプローチへの批判については，ウラジミーノレ・プッチグ稿上田淳生訳 rw日本的』経営
の真髄J (Voice August, 1980), 202"-'210ページ，が有名である。








































(159) 西田耕三著『日本社会と日本的経営』文真堂， 1982年， 85ページ。
(160) 田口典男稿「日本的経営における集団主義の形成J C~岡山商大論叢.lI 22-2) , 13ページ。
- 22 ー
管理における日本的なものについて〈下〉
のではないか〉。 そして，それ(共同体へのあこがれ〉が企業のなかにもちこまれそして利用
され〈共同体結合の強制今企業の共同体化)，これに適合する形で，しかし経済的条件や社会
的条件の決定的な作用のもとで，共同態としての企業の具体的な経営制度がっくりだされ，そ
の枠のなかで一定の行動規範・心理が形成されたと思われる。これが会社本位主義としての集
団主義である(田口氏たちはこのレベルの集団主義を問題にしておられる〉。 しかもこのある
意味では強制的にっくりだされたものとしての集団主義規範が日本人に特徴的なものであると
いう普遍的な価値「観」にまで高められて，これが教育・宣伝されてきた(イデオロギーとし
ての集団主義〉。 そして，今度は逆に，企業内部において，従業員たちがこれによって我々日
本人は集団主義者でなければならないのだという気持にさせられ，そのことが共同態としての
企業の経営制度をヨリ強固なものにするように作用してきたので、ある。ここに至ると従業員の
集団主義的行動・心理が再生産されていく「途」が完成される。このメカニズムは図 4-3 の
資本・賃労働関係
共同態の再生産のプロセス
集団主議的行動・心理の創出 | イデオロギーとしての集団主義の作用
(吟集団主義時会社本位主義の確
立)
共同態としての企業の経営制度
共同体的結合の強化
ムラ共同体の中途半
端な崩壊
共同体的結合の強制中
企業の共同体化
プロレタリアートの独
特な創出過程
経営者によるイエの
論理の持ち込み
図 4-3 企業の共同体化とその再生産のメカニズム
ように図式化できるであろう。
具体的な経営制度の分析ならびに共同態としての日本型企業社会の人間関係の検討がつぎの
課題である。
- 23 一
